
く ら し と 健 康２０２３年２月１日 会
解毎月１回

１日発行 懐
戒 （２）第６６４号

無料低額診療事業のご案内

経済的な理由で、診療費の支払い

が困難な方にも適正な治療を受けて

頂くために、無料低額診療事業を行

っています。

お気軽にご相談下さい。

代々木病院 患者サポートセンター

℡03 - 5411 - 9583（直通）

平日 ９：30～16：30

土曜日９：30～12：00

安全安心の医療実現を、介護保険改悪反対

12月25日、年内最後の千駄ヶ谷駅前で、病院・友の会

５人で署名・アピール行動を行いました。「介護保険の

改悪反対」、「大幅増員で安全・安全の医療・介護の実現

を」の２つの国会請願署名を呼びかけました。署名賛同

者から「周りで署名を集めます」と署名用紙をお持ち帰

りいただいた方もいました。

大軍拡、９条改憲を許さない

12月９日、千駄ヶ谷駅前で「９日行動」を行いました。

岸田首相は、2023年度から５年間の軍事費を総額約43兆

円にするよう関係閣僚に指示しました。専守防衛から逸

脱する敵基地攻撃能力（反撃能力）の保持や、軍事費２

倍化をうたう岸田政権による「大軍拡路線と９条改憲を

許すな」と駅前でアピ－ルをし、署名をいただきました。

１月の３階の渡り廊下は、安藤広

重の「蒲原 夜之雪」、葛飾北斎の

「雪松に鶴」、八代目市川團十郎が

飾られました。渡り廊下を通行する

利用者さんの目を和ませてくれま

す。通所リハビリの利用者さんとセ

ラピストでリハビリとして作成して

います。
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
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
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
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